
解
　
題

江
戸
川
乱
歩
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二

十
年
末
頃
か
ら
「
探
偵
小
説
の
出
版
大
流
行

の
兆
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
戦
後
に
ふ
た

た
び
探
偵
小
説
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
始
め
て

い
た
。

昭
和
十
三
・
十
四
年
頃
に
は
探
偵
小
説
へ

の
抑
圧
が
強
く
な
り
、
乱
歩
は
「
隠
栖
を
決

意
す
」と
い
っ
た
状
況
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

戦
時
中
の
乱
歩
は
町
会
活
動
な
ど
作
家
以
外

の
仕
事
を
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
海
外
探

偵
小
説
を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な

っ
た
が
、
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
に
戦
争
が
終

結
す
る
と
、
戦
前
の
探
偵
小
説
が
ま
た
刊
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
一

方
で
時
代
小
説
は
仇
討
な
ど
の
テ
ー
マ
に
よ

っ
て
検
閲
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
大
衆

文
学
は
探
偵
小
説
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
結
果
的
に
、
昭
和
二
十
一
・
二
年
は
、

非
常
に
多
く
の
探
偵
小
説
が
刊
行
さ
れ
る
年

と
な
る
の
だ
っ
た
。

日
本
経
国
社
か
ら
独
立
し
た
前
田
豊
秀

は
、
前
田
出
版
社
を
設
立
し
、
昭
和
二
十
年

十
二
月
、
乱
歩
を
主
幹
と
し
た
探
偵
雑
誌
の

刊
行
を
企
画
す
る
。
こ
の
経
緯
は
乱
歩
の
回

想
録
『
探
偵
小
説
四
十
年
』、
昭
和
二
十
一

年
「
探
偵
雑
誌
「
黄
金
虫
」
計
画
」
の
節
に

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
乱
歩
は
、
戦
後
に

探
偵
小
説
愛
好
家
と
し
て
訪
ね
て
き
た
渡
辺

健
治
や
、
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
本
位

田
準
一
ら
と
雑
誌
の
構
想
を
練
る
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
か
ら
二
十
一
年
一
月

に
は
、
何
度
か
打
合
せ
が
お
こ
な
わ
れ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
一
月
二
十
三
日
に
は
企
画
は

中
止
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
出
版
社
の
実
力

不
安
の
た
め
、
一
ヶ
月
分
の
稿
料
そ
の
他
を

保
証
金
と
し
て
預
か
り
お
く
こ
と
、
利
益
の

三
分
一
を
主
幹
に
納
む
べ
き
こ
と
等
の
条
件

を
出
せ
し
た
め
不
調
に
終
れ
り
。」
と
乱
歩

は
記
し
て
お
り
、
主
に
資
金
面
で
の
折
り
合

い
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
ク
ィ

ー
ン
雑
誌
に
な
ら
い
て
「
江
戸
川
乱
歩
・
ミ

ス
テ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
」
と
題
し
、
内
外
の
名

作
再
録
雑
誌
に
す
る
つ
も
り
な
り
し
が
。」

と
、
乱
歩
は
そ
の
無
念
さ
を
書
い
て
い
る
。

　

乱
歩
に
と
っ
て
雑
誌
の
編
集
は
、
少
年
期

二
〇
一
三
年
夏
、
立
教
大
学
で
の
紀
田
順
一

郎
氏
の
講
演
会
に
筆
者
が
出
席
し
た
お
り
、

落
合
教
幸
氏
よ
り
「
中
井
さ
ん
が
乱
歩
へ
宛

て
た
手
紙
が
あ
り
ま
す
。
展
示
や
特
集
な
ど

で
お
使
い
に
な
る
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
の
ひ
と
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

落
合
さ
ん
に
は
実
務
の
面
で
も
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ち
ょ
う
ど
五
十
年
、
半
世
紀
ぶ
り
に
日
の

目
を
見
た
塔
晶
夫
書
簡
だ
が
、
平
井
隆
太
郎

先
生
や
憲
太
郎
さ
ん
、
平
井
家
の
皆
さ
ま
が

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
お
か
げ

で
あ
る
。
隆
太
郎
先
生
の
ご
健
康
を
衷
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
は
十
月
二
十
二
日

に
『
読
売
新
聞
』
第
三
社
会
面
に
乱
歩
宛
塔

書
簡
の
記
事
が
出
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
よ

う
だ
。
金
沢
英
之
北
海
道
大
学
大
学
院
准
教

授
が『
北
海
道
新
聞
』十
二
月
十
八
日
に「
中

井
英
夫
回
顧
」
と
い
う
展
評
を
、筆
者
が
『
読

売
新
聞
』
十
二
月
三
日
文
化
欄
に
「
没
後
二

〇
年

中
井
英
夫
展
に
寄
せ
て
」
と
い
う
短

文
を
執
筆
し
た
。
近
く
『
短
歌
研
究
』
で
も

藤
原
龍
一
郎
氏
ら
に
よ
る
展
覧
会
紹
介
が
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

立
教
大
学
、
平
井
家
と
と
も
に
、
貴
重
な

資
料
を
出
品
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
尽
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
芦
田
直
子
氏
、
金
澤
𥙿
史
氏
、
金

子
紫
氏
、
澁
澤
龍
子
氏
、
新
保
博
久
氏
、
竹

上
晶
氏
、
田
中
幸
一
氏
、
橋
本
順
子
氏
、
堀

江
あ
き
子
氏
、
本
田
朗
子
氏
、
村
上
芳
正
氏
、

森
山
大
道
氏
、
竹
中
英
太
郎
記
念
館
、
紋
別

市
立
郷
土
博
物
館
、
弥
生
美
術
館
、
ま
た
小

樽
文
学
館
の
玉
川
薫
副
館
長
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
樽
文
学
館
で
は
今
年（
二
〇
一
四
年
）、中

城
ふ
み
子
没
後
六
〇
年
、
洞
爺
丸
事
故
後
六

〇
年
、『
虚
無
へ
の
供
物
』
刊
行
五
〇
年
と
、さ

ら
に
節
目
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
夏
に
は

中
井
英
夫
展
の
ア
ン
コ
ー
ル
展
示
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。お
見
逃
し
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、夏

休
み
に
は
ぜ
ひ
小
樽
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

（『
没
後
二
〇
年
中
井
英
夫
展
』
図
録
は
小
樽

　

文
学
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

本
多　

正
一
（
文
筆
家
・
写
真
家
）

資
料
紹
介

「
江
戸
川
乱
歩
ミ
ス
テ
リ
ブ
ッ
ク
」
と

　
　
　
　
　
　
　

探
偵
小
説
雑
誌
「
黄
金
虫
」

中井英夫展



江
戸
川
乱
歩
ミ
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テ
リ
・
ブ
ッ
ク

第
一
号

ビ
ッ
グ
・
ボ
ウ
事
件
（
連
載
）
探
［
本
格
］

ザ
ン
ク
ウ
ィ
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妹
尾
ア
キ
夫
新
訳

白
い
家
怪［
談
］モ
ー
ロ
ア
江
戸
川
新
訳

呪
は
れ
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戯
曲　

賭　

奇
［
怪
奇
］
チ
ェ
ホ
フ　

中
村
白
葉

猫
町　

怪
［
談
］
萩
原
朔
太
郎

土
耳
古
風
呂　

探
［
本
格
］
ジ
ユ
プ
ソ
ン　

ユ
ー
ス
チ
ス　

岡
村
訳

タ
ル
ホ
と
虚
空　

奇　

稲
垣
足
穂

可
哀
相
な
姉　

奇　

渡
辺
温

猿
の
足　

怪　

ジ
ェ
コ
ブ
ズ　

鷲
尾
訳

カ
ラ
ク
リ
師
怪
ジ
ェ
ロ
ー
ム
妹
尾
新
訳

人
形
師
の
秘
密

世
界
探
小
史（
連
載
）
評　

江
戸
川（
新
稿
）

各
篇
解
説
（
二
枚
平
均
）

絵

七
枚

目
次
と
後
記

本
文
百
頁
、
８
ポ
二
段
組
、
三
十
字
二
四
行
。

一
頁
三
・
六
枚

２
号

１　

ザ
ン
ク
イ
ル

４

ノ
ッ
ク
ス　

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
殺
人
事
件

（
黒
沼
）

５　

佐
藤　

オ
カ
ア
サ
ン

か
ら
の
念
願
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の

希
望
は
こ
こ
で
も
ま
た
か
な
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
乱
歩
が
雑
誌
「
宝
石
」
の
編
集
に
の

り
だ
す
の
は
、
さ
ら
に
十
年
を
経
た
、
昭
和

三
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
乱
歩
邸
に
残
さ

れ
て
い
た
資
料
か
ら
、
こ
の
と
き
の
雑
誌
企

画
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
江
戸
川
乱

歩
ミ
ス
テ
リ
ブ
ッ
ク
資
料
」
と
い
う
ラ
ベ
ル

の
貼
ら
れ
た
書
類
ケ
ー
ス
に
は
、
候
補
作
品

の
カ
ー
ド
と
、
候
補
作
品
の
リ
ス
ト
、
そ
し

て
一
号
～
三
号
に
掲
載
す
る
作
品
の
案
が
残

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
前
田

と
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
資
料
の
控
え
も

保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
控
え
に
は
契

約
書
の
下
書
き
や
、
そ
の
他
出
版
に
か
か
わ

る
費
用
の
計
算
が
細
か
く
書
か
れ
て
い
る
も

の
も
入
っ
て
い
る
が
、そ
こ
に
は
「
黄
金
虫
」

第
一
号
編
輯
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
こ
の
「
黄
金
虫
」
第
一
号
編
輯

案
と
、
お
そ
ら
く
そ
の
前
段
階
で
作
成
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
、
ミ
ス
テ
リ
ブ
ッ
ク
第
一
号
～

第
三
号
の
編
輯
案
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
作

成
す
る
た
め
の
作
品
リ
ス
ト
を
紹
介
し
た
い
。

資
料
に
は
作
品
名
を
記
し
た
カ
ー
ド
が
あ

る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
先
に
作
成
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら「
探
偵
小
説
」

「
怪
奇
」「
怪
談
」
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
つ

い
て
、
海
外
と
国
内
の
作
品
か
ら
選
び
出
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
原
稿
用
紙
で
何
枚
程

度
に
な
る
の
か
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
作
品
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
つ
、
一
～

三
号
の
目
次
案
を
作
成
し
て
い
っ
た
よ
う

だ
。「
黄
金
虫
」
編
輯
案
の
段
階
で
は
、
過

去
の
作
品
に
加
え
て
、
木
々
高
太
郎
に
よ
る

本
格
書
下
ろ
し
短
篇
、
徳
川
夢
聲
の
ユ
ー
モ

ア
短
篇
を
掲
載
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
乱
歩
自
ら
の
書
下
ろ
し

本
格
長
篇
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

単
に
過
去
の
作
品
を
選
ん
で
雑
誌
編
集
の
願

望
を
か
な
え
よ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

長
篇
本
格
探
偵
小
説
を
書
く
こ
と
で
、
戦
後

の
探
偵
小
説
界
を
導
こ
う
と
い
う
乱
歩
の
意

気
込
み
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。残

念
な
が
ら
、乱
歩
の
雑
誌「
黄
金
虫
」は
、

実
際
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
作
品
の
多
く
が
、『
随

筆
探
偵
小
説
』『
幻
影
城
』
な
ど
に
ま
と
め

ら
れ
る
、
乱
歩
の
昭
和
二
十
年
代
の
評
論
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
以
降
の
乱
歩
の
活

動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。そ
し
て
さ
ら
に
、

昭
和
三
十
年
代
の
、
こ
ん
ど
は
実
際
に
乱
歩

が
編
集
す
る
こ
と
に
な
る
雑
誌
「
宝
石
」
の

雑
誌
構
想
の
礎
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。

落
合
教
幸
（
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念　

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
調
査
員
）

６　

グ
ロ
ー
ラ
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Strange T
racks
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O
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（1931

）
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ソ
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ソ
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毒
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A
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ale of T
error

７　

サ
キ　

Sredni V
ashtar

（S2

）

　
　

泉
三
郎　

谷
底

３　

朔
太
郎　

死
な
な
い
蛸
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界
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目
次

　
　

後
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ザ
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イ
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ト
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ソ
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石
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ポ
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群
衆
の
人



　
　

世
界
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途
上

探
小

ザ
ン
グ
イ
ル T

he Big Bow
 M

ystery 

毎
回

ジ
ュ
プ
ソ
ン　

ユ
ー
ス
チ
ー
ス　

土
耳
古
風

呂
で　

新
青
７
春

グ
ロ
ー
ラ
ー　

Strange T
racks

ド
イ
ル　

消
え
た
特
急　
（
横
溝
）
改
全
８

ノ
ッ
ク
ス

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
殺
人
事
件　

（
黒
沼
）
探
春
11
‐
10

ポ
ー
ス
ト　

D
oom

dorf

ア
リ
ン
ガ
ム

T
he Border Line Case

［Q

］

ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ  Sir Gilbert M

urrell's
 Picture

［S1

］

フ
ッ
ト
レ
ル　

完
全
脱
獄　
（
植
村
）
新
青

14
‐
夏

ト
ム
ソ
ン  T

he V
anishing of M

rs Fraser

［S2

］
ポ
ー
ス
ト

ジ
ョ
ウ
パ
ネ
ー
の
探
検
日
記

（
西
田
）
ぷ
ろ
10
‐
９

ポ
ー
ス
ト　

A
n A

ct of God.

（A
bner

）

ポ
ー
ス
ト　

N
aboth's V

ineyard

（A
bner

）

ク
リ
ス
テ
ィ
ー　

Philom
el Cottage

［Q

］

ホ
ー
ソ
ン　

M
r. H

igginbotham
's 

Catastrophe

［T
h

］

チ
ェ
ス
タ
ト
ン　

見
え
ぬ
人
（
十
字
）（
■

大
森
訳
）

チ
ェ
ス
タ
ト
ン　

巨
人
の
鉄
槌
（
十
字
）

チ
ェ
ス
タ
ト
ン　

奇
妙
な
足
音
（
十
字
）

ノ
ッ
ク
ス　

T
he M

otive ［Best

］
年
不
明

バ
ー
ク
レ
イ　

偶
然
は
裁
く
（
延
原
）

怪
奇

「
黄
金
虫
」
第
一
号
編
輯
案

一
頁
コ
ン
ト
「
兵
隊
の
死
」
渡
辺
温　

下
段

ニ
目
次

本
格
書
卸　

短
篇
『　
　
　

』
木
々
高
太
郎

外
国
古
典　
『
賭
け
』
チ
ェ
ホ
フ

同　
『
あ
る
精
神
異
常
者
』
ル
ヴ
ェ
ル

一
頁　

外
国
漫
画

ユ
ウ
モ
ア
短
篇
『　
　
　

』
徳
川
夢
聲

二
頁
見
開
キ

現
代
風
俗
志
的
漫
文
漫
画　

又
ハ
探
偵
作
家
ハ
ガ
キ
回
答

旧
訳
本
格　
『
二
つ
の
部
屋
』
ハ
ー
ス
ト

日
本
旧
作　
『
瓶
詰
の
地
獄
』
夢
野
久
作

外
国
古
典　
『
恐
ろ
し
き
舞
踏
』ジ
ェ
ロ
ー
ム

渡
辺
温　

可
哀
相
な
姉
（
選
集
）

鈴
木
泉
三
郎　

谷
底

久
生
十
蘭　

黒
い
手
帳
（
新
12
‐
１
）

谷
崎　

呪
は
れ
た
戯
曲

村
山
槐
多　

悪
魔
の
舌

石
浜
金
作　

都
会
の
幽
霊
（
選
集
）

芥
川　

地
獄
変

長
谷
川
如
是
閑　

ヘ
ロ
デ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

（
中
ダ
ケ
取
ル
）　

ヘ
ロ
デ
の
ユ
ト
ウ
ピ
ア

地
味
井
平
造　

煙
突
奇
談

稲
垣
足
穂　

タ
ル
ホ
と
虚
空
（
天
体
）

渡
辺
温　

兵
隊
の
死

萩
原
朔
太
郎　

死
な
い
タ
コ



二
頁
見
開
キ　

内
外
探
小
界
映
画
界
通
信

書
卸
シ
本
格
長
篇
『　
　
　

』
江
戸
川
乱
歩

編
輯
後
記「
鬼
の
言
葉
」江
戸
川  

下
段
奥
附

外
ニ
埋
草
ト
シ
テ
将
棊
、
笑
話
、
探
偵
当
テ

モ
ノ　

ソ
ノ
他

探
小
投
稿
募
集
文

挿
絵
カ
ッ
ト

外
国
漫
画

収
入
広
告　

…
外
に
表
紙
２
・
３
・
４
ヲ
広

告
ニ
当
ツ

本
文
（
目
次
奥
附
）

20
字
×
23
行
×
３
段
×
56
頁
÷
４
０
０
原
稿

紙
字
数
＝
原
稿
紙
１
９
０
枚

６
号
組
頁
ア
ル
ヲ
以
10
枚
ヲ
増
シ
原
稿
紙
２

０
０
枚
ト
ナ
ル

翻
刻
協
力

　

米
山　

大
樹
・
影
山　

亮　

（
立
教
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

江戸川乱歩ミステリ・ブック



編
集
後
記

▽
「
セ
ン
タ
ー
通
信
」
第
八
号
で
す
。

▽
乱
歩
邸
東
側
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
工
事
が
お
わ
り
、
南

側
も
塀
か
ら
生
垣
に
か
わ
り
ま
し
た
。
乱
歩
邸
の
、

隠
さ
れ
た
感
じ
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
少
し
残

念
な
気
も
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
る
く
な

っ
て
入
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
主
屋
の

内
部
に
ま
で
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
が
、
玄
関
な
ど
を
利
用
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス

も
増
え
ま
し
た
の
で
、
少
し
工
夫
し
た
展
示
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
年
か
前
に
来
た
方

も
、
再
訪
し
て
い
た
だ
く
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

▽
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
七
日
、
セ
ン
タ
ー
主
催
で
紀

田
順
一
郎
氏
の
講
演
会
「
日
本
人
の
蔵
書
志
向
と
江

戸
川
乱
歩
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
日

で
し
た
が
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
は
「
大
衆
文
化
」
第
十
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
秋
に
は
井
上
良
夫
氏
の
ご
遺
族
か
ら
、
乱
歩
書
簡
二

十
数
通
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
良
夫

は
乱
歩
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
評
論
家
・
翻
訳
家

で
す
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
も
「
大
衆
文
化
」
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
通
信
第
八
号

二
〇
一
四
年
三
月
二
十
五
日
発
行

編
集
・
発
行
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
一
七
一‒

八
五
〇
一

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
|
三
四
|
一

電
話
番
号
〇
三
|
三
九
八
五
|
四
六
四
一

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

E-m
ail:ram

po@
rikkyo.ac.jp　

   
-̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

開
室
日
　
月
・
水
・
金
曜
（
公
開
は
水
・
金
）

　
　
　
　
　
　
（
十
時
三
十
分
〜
十
六
時
）

資
料
閲
覧
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
小
樽
文
学
館
で
の
「
中
井
英
夫
展
」
に
協
力
し
、
書

簡
そ
の
他
を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧

会
に
つ
い
て
、
中
井
英
夫
の
助
手
を
つ
と
め
て
い
た

本
多
正
一
氏
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
二
〇
一
三
年
度
も
乱
歩
邸
の
取
材
は
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。『
文
豪
の
家
』（
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ
）
で
は
、

多
く
の
作
家
の
家
と
と
も
に
乱
歩
邸
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
文
京
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
「
ぶ

ん
き
ょ
う
人
物
伝
」
江
戸
川
乱
歩
の
回
に
も
登
場
し

ま
し
た
。

▽
二
〇
一
四
年
は
乱
歩
生
誕
百
二
十
年
、
二
〇
一
五
年

は
乱
歩
没
後
五
十
年
に
な
り
ま
す
。
い
く
つ
も
の
企

画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
セ
ン
タ
ー
で

も
で
き
る
だ
け
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
落
合
）

「黄金虫」第一号編輯案


